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探究心をもち、振り返りで学びをつなぎ、 

深められる生徒の育成 

―小単元をつなぐ「探究課題」の発見と 

探究のサイクルを回す「問い」の発見―  

  

特別研修員 生方 裕一郎  

 

Ⅰ 研究の概要 

 

１ 主題設定の理由 

令和７年度群馬県学校教育の指針では、「自分で考えて、自分で決めて、自分で動き出す」こと

を掲げている。生徒がエージェンシーを発揮し、主体的に学びを進めることで自分とみんなのウェ

ルビーイングが重なり合い、高め合う共生社会の実現につながるとされている。また、中学校学習

指導要領（平成 29 年告示）解説総合的な学習の時間編では、「よりよく課題を解決し、自分の生き

方を考えるための資質・能力を育むためには、自ら問いを見いだし、課題を立て、よりよい解決に

向けて主体的に取り組むことが重要である」と示されている。これらは、生徒が受け身ではなく、

自律的に学びを深めていくことの重要性を示しており、特に総合的な学習の時間においては、生徒

自らが探究のサイクルを発展的に繰り返すことで、他者と協働しながらよりよい社会や未来を形成

する力の育成につながることを示唆している。 

研究協力校（以下、協力校）の生徒は、総合的な学習の時間において、友達と話し合い、協力し

合いながら意欲的に学習活動に取り組んでいる。特に探究の「まとめ・表現」の段階では、調べた

ことや考えたことを相手に分かりやすく伝えるために、資料を工夫して作成し、発表することがで

きている。一方で、「課題の設定」の段階では、実社会や実生活の中で感じた課題意識に基づいて

探究課題を設定することを苦手とする生徒が見られる。これは、自分たちの探究活動を振り返り、

自己の学びや、探究の仕方に関して成果と課題を捉え、新たな問題発見につなげる経験が十分でな

いことに起因すると考えられる。その結果、探究課題を自分事として捉えることができず、探究の

プロセスが単発的な活動にとどまったり、次の学びに発展しづらくなったりする状況が見られる。 

このような状況を踏まえ、総合的な学習

の時間において生徒が自ら学びを深めてい

くためには、生徒の内に生じる「探究心」

が原動力となると考える。この探究心を継

続的な学びへと発展させるためには、特に

小単元の終末で次の小単元に向けた新たな

探究課題を設定したり、単位時間の振り返

りの場面で新たな問いを立てたりすること

が、探究のサイクルを循環させる上で重要

であると考えた。 

以上の考えから、本研究では「探究心を

もち、振り返りで学びをつなぎ、深められ

る生徒の育成」を主題とする（図１）。 

 

２ 具体的な手立て  

探究心をもち、学びをつなぎ、深められる生徒を育成するために本研究では以下の二つの手立て

を講じることとした。「探究心」とは、総合的な学習の時間において、「興味や関心から課題を見
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図１ 研究のイメージ 
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付ける」「その課題を解決するために主体的に行動する」「物事の本質を深く理解しようと試み

る」などの姿勢や意欲のことである。 

 

Ⅱ 実践例 

 

１ 単元名  「働く人の思いを知り、よりよい自己の生き方を考えよう～東京旅行、職場体験を         

通して～」（第２学年）                     

 

２ 授業の実際 

実践授業①（全 46 時間計画の第 17 時１学期）では、主に手立て１に関して実践を行った。小単元

「東京旅行」が終わり、次の小単元「職場体験」につながる場面において、東京で働く人へのイン

タビューや職場見学を通して分かった働く人の思いから自身の職業観の変化を感じ取り、更に知り

たくなったこととそれを知るための方法を考えた。東京旅行での活動を通して分かったことを基

に、生徒は市内で働く人の思いを予想し、職場体験で興味のあるカテゴリと、取り組みたい新たな

「探究課題」を考える活動を行った。 

実践授業②（全46時間計画の第37時２学期）では、主に手立て２に関して実践を行った。市内の職

場体験で得た情報を整理、分析する場面において、東京都と市内それぞれで働く人の思いを比較し、

市内の事業所の困り感に対して自分たちにできる活動を考えた。具体的な活動を考えるために、職場

体験での探究活動や学びを振り返ることで、自分たちに不足している情報や更に必要な情報は何か、

その情報をどうすれば得ることができるのかという

視点で新たな問いを立てた。 

(1) 手立て１について（実践授業①から） 

生徒は、東京で働く人へのインタビューや職場

見学を通して、「働くこと」や「働く人の思い」

についての考えが変化したり（図２）、新たな視

点や考えを得たり（図３）することができた。ま

た、東京旅行前に疑問に思っていたことに対する

答えを見付けられた（次ページ図４）生徒もい

た。 

手立て１ 小単元の学びをつなぐ新たな探究課題を設定する振り返りの工夫 

小単元終末に、それまでの「探究内容」と「探究の進め方」の成果と課題を振り返り、そこから、

課題に対する改善策を考えたり、次の探究活動に向けての見通しをもったりする場面を設ける。それ

を踏まえて、次の小単元や単元でどのような探究課題を設定するかを考える。そうすることで、課題

を自分事化し、探究心をもって小単元や単元をつなぎ、学びを深めていけるようにする。 

手立て２ 探究のサイクルを回すための新たな問いを発見する振り返りの工夫 

 「情報の収集」や「整理・分析」の場面で、それまでに収集、分析した情報を振り返り、そこに不

足している情報や更に知りたい情報と、その情報の収集方法などの新たな問いを見いだす場面を設け

ることで、生徒が次の学習や活動の見通しをもち、探究心を高め、継続的に探究のサイクルを回すこ

とができるようにする。 

図２ 職業観の変化① 

図３ 職業観の変化② 
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東京旅行での学びを、「もっと知りたくなった

こと」や「うまくいかなかったこと」、「課題の

改善方法」の三つの視点から振り返った際、班で

設定した探究課題の視点と逸れ、時間配分や行動

面からしか振り返りができていない班があった 

(図５）。 

さらに、図６のように、市内で働く人の思いを

予想し、それらを五つの職業カテゴリ（自然、安

心・安全、健康・福祉、歴史・文化、産業）に分

類する場面では、東京旅行を通して得た、「働く

こと」や「働く人の思い」についての学びや思考

の変容がほとんど反映されなかった。その原因と

して、前小単元の学びや思考の変容に対する振り

返りと意識化が不足していたと考えられる。職業

カテゴリごとの「働く人の思い」の違いを視覚的

に分かりやすくすることが、次の小単元の課題設

定につながると考えていたが、どの職業カテゴリ

にも共通する思いが多く、特徴が見えにくくなっ

た。端末上のカードの枚数が多いことも情報が煩

雑になった原因と考えられるので、どの職業カテ

ゴリにも共通する思いのカードを置くスペースを

別に用意し、違いを比較しやすくする配慮が必要

であった。 

次の小単元「職場体験」で探究したい課題を見

いだす場面では、生徒Ａは「産業」を興味のある

職業カテゴリとして選択し、その理由として「東

京旅行で様々な産業分野で働く人の思いを詳しく

調べたことで、自分たちが住む地域にはどのよう

な職業があり、どのような思いをもって働いてい

るか気になったから」とした。東京旅行での気付

きや学びについて振り返ったことを踏まえて、

「産業」の職業カテゴリに関する職種や、働く人の思いに興味をもち、次の探究課題設定につなげ

ていた。また、生徒Ｂは東京旅行で「歴史・文化」を興味のある職業カテゴリとして選択して探究

したが、職場体験では「自然」を興味のある職業カテゴリとして選択した。その理由として、自分

たちが住む地域で働く人の思いを予想した際に「自

然」のカテゴリに分類された職業に興味をもち、

「自然を守り、安全な環境を作りたいから」とし

た。市内で働く人の思いを職業カテゴリごとに予想

したことで、新たな興味を引き出すことができた。 

   (2) 手立て２について 

 生徒は、職場体験の期間中に、その日に体験した

ことや見たこと感じたこと、インタビューしたこと

を端末上のカードに記録した。 

 図７は、事前に記録しておいたカードを、「東京

で働く人の思いとの共通点」「東京で働く人の思い

との相違点」「仕事内容など」に分類したものであ

図４ 職業観の変化③ 

図５ 課題と改善案 

図６ 自分たちが住む地域で働く人の思い

の予想 

図７ 班での情報の分類 
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る。東京で働く人と市内で働く人の思いを比較しや

すいように、東京旅行でインタビューしてきた働く

人の思いを一覧としてまとめておき、それと見比べ

ながら分類できるようにした。市内の職場体験で

「働く人の思い」を重点的にインタビューできた班

は、共通点と相違点に多くのカードが入った。 

しかし、図８のように、職場体験をした事業所の

困り感に対して自分たちにできることを考える活動

では、「共通点」と「相違点」で分類した思いごと

ではなく、ひとくくりに「働く人の思い」として扱

い、考えをまとめていた。授業者としては、「共通

点」からは東京で行われている活動が地元でもでき

ないか検討し、「相違点」からは、地元の強みを生

かした活動や弱みを克服するための活動を考えられ

ると想定していたが、「共通点」「相違点」と分け

るのではなく、「働く人の思い」としてひとまとめ

にして考える方が、生徒の思考に沿っていた。 

図９は、１時間の「探究の段階」、「やったこ

と・分かったこと」「他の教科の内容で使ったこ

と」「次への課題」を記入した振り返りシートである。「他の教科の内容で使ったこと」は、総

合的な学習の時間とつながりそうな各教科の学びや活動を挙げて番号をつけた一覧を用意し、そ

の中から生徒が選んで、番号を記入する。図８、図９の生徒は、小学校に職場体験に行き、人手

不足で困っているということに対して、先生の数を増やすにはどうすればよいのか、そもそもな

ぜ教員になろうとしている人が減っているのかを知りたいと、収集した情報を基にして、不足す

る情報や更に知りたい情報について考えることができていた。そこから、次の時間には教員数の

変化を教育委員会のホームページで調べることを決めていた。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

○ 「探究内容」と「探究の進め方」の二側面から振り返りをしたことで、次の探究のイメージを 

より具体的にもち、新たな探究課題の設定につなげることができた。 

○ 成果と課題を振り返り、予想を立てることで興味・関心を高め、課題を自分事として捉え、設 

定することができた。また、情報の整理・分析を通して主体的に新たな問いを立てる姿勢が見

られた。 

○ 課題を探究する中で、生徒は、働く人の思いに向き合い、自己を見つめ直し、「働くこと」と 

はどういうことなのかという問いの本質に迫ろうと、探究的な学びを深めることができた。 

 

２ 課題 

○ 班の課題と逸れた成果と課題を挙げた生徒がいたため、「探究内容」と「探究の進め方」の両 

方について考えるということを、掲示物などを用いて二つの視点を明示する必要がある。 

○ 振り返りを通して自らの思考の変容に気付けたものの、それを新たな探究課題の設定や問いの 

発見に生かせない生徒がいたため、自他の振り返りの記述を参考にさせるなど思考の変容を再確 

認してから探究課題や問いを考えさせる必要がある。 

図９ 生徒の記述 

新たな問い 

日時 やったこと・わかったこと 
他教科の内容 
で使ったこと 

図８ 分類した情報から検討 


